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議会費　９，３１６万円
公債費（借金返済）
７４６万円

農林水産業費
４億４，４０９万円

商工費
４，２２８万円

土木費
３億４，５８４万円

消防費
４億９７０万円

教育費
６億４，６３５万円

国庫支出金
２億４，７６５万円

その他　１億８，８３９万円

・村民税  
 〈内訳〉　個人
　　　　　 法人
・固定資産税
・村たばこ税
・その他税

８億１23万円
３億１,４４９万円
４億８,６７４万円
３１億５,７０４万円

９,２７2万円
２,５９６万円

【村税の内訳】
地方譲与税
２億２，３７３万円

法人事業税交付金
８，３１８万円

地方消費税交付金
２億１，８３６万円

使用料及び手数料
６，６１１万円

繰越金　３億９，５１０万円

県支出金
１億６，２４０万円

９，３１６万円  
17億６，１３７万円  
１２億４，１７１万円  
５億４，４９４万円  
４億４，４０９万円  
４，２２８万円  
３億４，５８４万円  
４億９７０万円  
６億４，６３５万円  
７４６万円  

繰入金
１億９，３６０万円

村税
４０億7,695万円

総務費
17億６，１３７万円

民生費
１２億４，１７１万円

衛生費
５億４，４９４万円

一般会計収入
58億5,547万円

一般会計支出
55億3,690万円

会計別の決算状況
会　計　名 歳入額 歳出額 差引額
一般会計 ５８億５，５４７万円 ５５億３，６９０万円 ３億１，８５７万円

特
別
会
計

国民健康保険 ５億６１０万円 ４億９，８９３万円 ７１７万円
土地取得 ２５万円 ２５万円 ０円

介護保険
保険事業勘定 ４億９，４６７万円 ４億７，７０５万円 １，７６２万円
サービス事業勘定 １０１万円 ７８万円 ２３万円

後期高齢者医療 ９，８９９万円 ９，８８４万円 １５万円
公営企
業会計

農業集落排水・
処理施設事業

収益的収支 ３億４，９４０万円 ３億４，９２７万円 １３万円
資本的収支 ８，２５６万円 ８，４３１万円 （※）▲１７５万円

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当年度損益勘定留保資金で補てんした。

９月定例会は、２日に招集され、20日までの19日間の会期で開かれました。
招集日には、条例制定１件、条例改正３件、補正予算３件、令和５年度の決算認定６件の計13

議案が提出されました。
最終日には、人事案件４件、議員提出の意見書３件が追加提出され、いずれも原案のとおり

可決・認定・同意・適任・採択しました。
一般質問は、会期17日目（９月18日）に９人が当面する村政の問題を質問しました。

／  9 月定例会のあらまし ／

歳入74億円
歳出70億円を検証

令和5年度決算

一般会計・特別会計
公営企業会計
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議会費　９，３１６万円
公債費（借金返済）
７４６万円

農林水産業費
４億４，４０９万円

商工費
４，２２８万円

土木費
３億４，５８４万円

消防費
４億９７０万円

教育費
６億４，６３５万円

国庫支出金
２億４，７６５万円

その他　１億８，８３９万円

・村民税  
 〈内訳〉　個人
　　　　　 法人
・固定資産税
・村たばこ税
・その他税

８億１23万円
３億１,４４９万円
４億８,６７４万円
３１億５,７０４万円

９,２７2万円
２,５９６万円

【村税の内訳】
地方譲与税
２億２，３７３万円

法人事業税交付金
８，３１８万円

地方消費税交付金
２億１，８３６万円

使用料及び手数料
６，６１１万円

繰越金　３億９，５１０万円

県支出金
１億６，２４０万円

９，３１６万円  
17億６，１３７万円  
１２億４，１７１万円  
５億４，４９４万円  
４億４，４０９万円  
４，２２８万円  
３億４，５８４万円  
４億９７０万円  
６億４，６３５万円  
７４６万円  

繰入金
１億９，３６０万円

村税
４０億7,695万円

総務費
17億６，１３７万円

民生費
１２億４，１７１万円

衛生費
５億４，４９４万円

一般会計収入
58億5,547万円

一般会計支出
55億3,690万円

※一般会計歳出額55億3,690万円を住民（4,683人）1人あたりにすると、118万2,340円

防犯カメラ設置工事（総務費）
　� 約１，６３５万円
設置要望等がありました場所を中心に、クラウド式システムを採
用した防犯カメラを増設・更新しました。（村内計83台）

海外派遣事業
（中学生）（教育費）
� 約３，４４８万円
派遣先をオーストラ
リアに変更し、中学２
年生と１年延期してい
た中学３年生の２学年
を派遣しました。

新規住宅地開発整備基本設計委託
（土木費）
� 約１，２２０万円
旧中学校野球場跡地（竹之郷地区）を活用した住宅整
備の基本設計を行いました。

児童養育奨励事業（民生費）
� 約１，１４４万円
育児奨励金・就学祝金を継続しつつ、新たに新生児祝金を支
給しました。
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村
税
収
入

　
村
税
が
減
収
と
な
っ
た
理
由

は
。

　

村
税
の
う
ち
、
法
人
村
民
税

は
、
企
業
の
申
告
納
付
に
変
動

が
あ
り
減
収
と
な
っ
た
。
固
定

資
産
税
は
、
償
却
資
産
の
新
設

大
規
模
償
却
資
産
に
係
る
特
例

が
な
く
な
っ
た
た
め
、
減
収
と

な
っ
た
。

　
令
和
６
年
度
の
見
通
し
は
。

　

村
税
全
体
で
、
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
位
置
付
け
は
。

　

犯
罪
の
抑
止
や
発
生
し
た
と

き
の
早
期
決
着
の
た
め
に
、
警

察
へ
画
像
提
供
を
し
、
住
民
の

安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

　
具
体
的
に
説
明
で
き
る
こ
と

は
あ
る
か
。

一
般
会
計

質  

疑

問答問答問答問

　

警
察
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
が
明

け
て
か
ら
犯
罪
率
が
上
昇
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
村
内

の
件
数
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
結
果
だ
と
考
え
て
い

る
。

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
慰
安
会

　
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
慰
安
会
は
、
過

去
に
比
べ
る
と
参
加
者
が
減
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
事

業
の
成
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
判
断
し
て
い
る
か
。

　

人
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
明

け
て
か
ら
少
し
ず
つ
増
加
し
て

お
り
、
参
加
さ
れ
た
方
は
喜
ん

で
み
え
る
と
の
声
を
聞
い
て
い

る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
事
業

は
継
続
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
当
日
の
食
事
代
は
、
飲
物
代

も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　

会
場
の
貸
切
り
代
と
飲
物
代

が
含
ま
れ
て
い
る
と
確
認
し
て

い
る
。

答問答問答

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

　
補
助
金
が
年
々
増
加
し
て
い

る
理
由
は
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
中
止

し
て
い
た
事
業
が
再
開
し
て
き

た
た
め
。

問答

ふ
れ
あ
い
温
泉

　
清
掃
業
務
は
各
業
者
と
細
か

な
契
約
を
し
て
い
る
の
か
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
各
業
者

と
し
っ
か
り
分
け
て
契
約
し
て

い
る
。
今
後
、
各
業
者
と
契
約

内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行

い
た
い
。

　
ガ
ラ
ス
や
壁
の
清
掃
の
契
約

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

委
託
契
約
な
の
で
完
了
検
査

の
時
点
で
き
れ
い
に
な
っ
て
い

な
い
部
分
に
つ
い
て
は
指
導
し
、

再
度
清
掃
し
て
い
る
。

通
学
路
指
導
員

　
指
導
員
の
服
装
は
。

　

教
育
課
か
ら
、
帽
子
・
ベ
ス

ト
・
防
寒
着
を
支
給
し
て
い
る
。

問答問答問答

　
　

  

…
…
…
橋
本　
渉　
議
員　

子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
へ
の

支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

住
民
負
担
が
高
い
の
で
、
も
っ
と

軽
減
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
、

反
対
す
る
。

　
　

  

…
…
…
伊
藤　
豊　
議
員

「
活
気
・
魅
力
・
人
づ
く
り
の

村
」の
推
進
に
向
け
、
事
業
計
画

に
沿
っ
た
実
施
が
な
さ
れ
、
適
切

に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
最

良
な
事
業
の
推
進
と
予
算
執
行
を

望
み
、
村
民
の
生
活
環
境
の
向
上

に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
賛

成
す
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

  討  

論

反
対

賛
成
賛
成

通
学
路
指
導
員

ふれあい温泉

ふ
れ
あ
い
昼
食
会
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
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国
民
健
康
保
険

　
基
金
は
幾
ら
あ
る
の
か
。

　

令
和
５
年
度
末
で
約
５
４
２�

８
万
７
千
円
。

　
基
金
を
使
用
し
て
、
保
険
税

の
値
下
げ
は
で
き
な
い
か
。

　

基
金
を
で
き
る
だ
け
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
が
、
税
率
も
見

直
し
て
、
上
げ
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
は
。

　

県
の
指
導
に
よ
り
段
階
的
に

減
ら
し
、
令
和
４
年
度
か
ら
は

法
定
外
の
繰
り
入
れ
を
廃
止
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
増
額
し
て
き
た

が
、
基
金
の
不
足
と
愛
知
県
下

で
の
保
険
税
統
一
を
見
据
え
、

税
率
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ

た
。
令
和
６
年
度
か
ら
、
資
産

割
を
廃
止
し
、
所
得
割
を
上
げ

て
い
る
。
今
後
も
、
住
民
負
担

を
な
る
べ
く
増
大
し
て
し
ま
う

特
別
会
計

質  

疑

問答問答問答

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　

  

…
…
…
橋
本　
渉　
議
員　

住
民
か
ら
、
保
険
税
が
非
常
に

高
い
と
の
苦
情
を
聞
い
て
お
り
、

も
っ
と
保
険
税
を
下
げ
る
べ
き
だ

と
考
え
る
た
め
、
反
対
す
る
。

　
　

  

…
…
…
中
山
恵
美
賀
議
員

愛
知
県
が
運
営
主
体
と
な
っ
て

い
る
が
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
の

影
響
に
よ
り
医
療
費
の
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
、
被
保
険
者
数
の
減

少
な
ど
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
財

政
確
保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

保
健
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
住
民

の
健
康
と
維
持
増
進
、
糖
尿
病
予

防
な
ど
生
活
習
慣
病
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
健
全
な

運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
堅
実
な

国
保
財
政
を
望
み
、
賛
成
す
る
。

�

　
（
賛
成
多
数
で
認
定
）

土
地
取
得

　
　

�

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

討  

論

反
対

賛
成
賛
成

介
護
保
険

　
基
金
は
幾
ら
あ
る
の
か
。

　

令
和
５
年
度
末
で
９
２
２
６

万
９
０
０
円
。

　
毎
年
基
金
に
積
み
立
て
を
し

て
お
り
、
基
金
が
年
々
増
加
し

て
い
る
。
毎
年
保
険
料
を
余
分

に
取
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

見
解
は
。

　

計
画
時
の
状
況
で
給
付
費
算

定
を
し
て
い
る
の
で
、
当
然
給

付
費
を
使
わ
な
け
れ
ば
、
取
り　

過
ぎ
だ
と
言
わ
れ
る
と
、
結
果　

そ
う
な
る
。

　
今
後
の
保
険
給
付
費
の
伸
び

の
見
通
し
は
。

　

今
後
３
年
間
で
、
２
～
３
％

上
昇
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

質  

疑

問答問答問答

　
　

  

…
…
…
橋
本　
渉　
議
員　

保
険
料
が
非
常
に
高
く
、
住
民

か
ら
安
く
し
て
ほ
し
い
と
の
声
を

聞
く
。
住
民
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
反
対
す
る
。

　
　

  

…
…
…
服
部　
高
志
議
員

今
後
も
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
要

介
護
状
態
と
な
る
方
を
増
加
さ
せ

な
い
よ
う
に
、
よ
り
一
層
介
護
予

防
事
業
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る

と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
の
方
が
必
要
な
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
適
正
な
運
営
を
図
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
願
い
、
賛
成
す
る
。

　

�

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

討  

論

反
対

賛
成
賛
成

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

  

…
…
…
橋
本　
渉　
議
員　

保
険
料
が
と
て
も
高
く
、
お
年

寄
り
が
受
け
る
医
療
の
内
容
が
抑

制
さ
れ
、
負
担
が
増
大
す
る
制
度

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
反
対
す
る
。

　
　

  

…
…
…
鈴
木　
康
祐
議
員

高
齢
者
の
保
険
料
を
広
域
連
合

に
納
付
す
る
た
め
の
会
計
で
あ
り
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
社
会
全
体
で
支
え

る
制
度
で
あ
る
。
今
後
も
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
を
図
る
た
め
、
健

全
な
制
度
運
営
を
望
み
、
賛
成
す

る
。

�

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

 農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業

�

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

討  

論

反
対

賛
成
賛
成公

営
企
業
会
計
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監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

飛
島
村
エ
コ
プ
ラ
ザ
の
設
置
お

よ
び
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、

特
例
給
付
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
改
正
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、

災
害
応
急
作
業
等
手
当
を
新
た
に

整
備
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

 飛
島
村
エ
コ
プ
ラ
ザ
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

飛
島
村
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

飛
島
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

歳
入
歳
出
に
関
す
る
調
書
類
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し

て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
決
算
計
数
は
関
係
帳
簿
及
び
証
拠

書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
、

基
金
の
運
用
状
況
を
示
す
書
類
の
計
数
に
つ
い
て
も
、
特

に
問
題
と
す
る
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
経

営
成
績
及
び
財
政
状
態
に
つ
い
て
も
適
正
に
表
示
し
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
形
式
収
支
、
実
質
収
支
が
黒
字
と

な
っ
て
お
り
、
必
要
な
財
源
の
確
保
と
効
率
的
な
財
政
運

営
に
努
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
常
に

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
創
意
工
夫
を
行
い
、
不
用
額
の
削
減
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

職
員
一
人
一
人
が
意
欲
を
高
め
、
第
５
次
総
合
計
画
の

基
本
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像「
災
害
に
強
い
・
活
気
・
魅

力
・
人
づ
く
り
の
村　

と
び
し
ま
」実
現
に
向
け
て
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

�

審
査
意
見
よ
り（
要
旨
）

令
和
６
年
７
月
11
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、
監
査
委
員

伊
藤
幹
男
氏
・
中
山
恵
美
賀
氏
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
の

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
、
８
月
22
日
に
意
見
書
と
し

て
村
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
お
よ
び
意
見

意見書を村長に手渡しする委員 決算審査を行う監査委員

条
例
制
定
・
改
正
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
委
託

　
内
容
は
。

　

対
象
者
は
、
満
65
歳
以
上
の

方
、
ま
た
は
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
心
臓
等
に
疾
患
の

あ
る
方
や
免
疫
機
能
に
障
害
が

あ
る
方
。
４
千
円
の
自
己
負
担

を
お
願
い
す
る
。

　
接
種
期
間
は
。

　

令
和
６
年
10
月
15
日
か
ら
令

和
７
年
１
月
31
日
を
予
定
し
て

い
る
。

　
接
種
人
数
の
見
込
み
は
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
約
80
％
で

あ
る
１
１
８
４
名
を
見
込
ん
で

い
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

一
般
会
計

（
第
４
号
）

質  

疑
質  

疑

問答問答問答

　
　

  

…
…
…
鈴
木　
康
祐
議
員

ま
だ
何
の
審
議
も
さ
れ
て
い
な

い
段
階
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
の
郷
再

編
計
画
基
本
構
想
を
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
令
和
10
年

度
に
は
開
業
す
る
と
発
表
し
て
い

る
。
こ
の
基
本
構
想
の
中
で
、
新

た
な
温
泉
施
設
・
食
堂
・
弁
当
の

販
売
等
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
す

る
設
備
費
用
は
誰
が
負
担
す
る
の

か
、
収
入
は
見
込
め
る
の
か
、
長

期
に
わ
た
り
継
続
し
て
い
け
る
の

か
。
ふ
れ
あ
い
の
郷
の
周
囲
に
は

優
良
農
地
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
段
階
的
に
規

模
を
拡
大
す
る
よ
う
な
こ
と
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
我
々
議
員
を
納

得
さ
せ
、
住
民
に
説
明
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ま
だ
何
も
審
議
し
て
い
な
い
段

階
で
、
新
た
な
温
泉
施
設
を
造
る

た
め
だ
け
の
温
泉
揚
湯
量
調
査
の

費
用
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、

反
対
す
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

一
般
会
計

（
第
５
号
）

討  

論

反
対

介
護
保
険（
第
１
号
）

令
和
５
年
度
の
決
算
に
伴
う
繰

越
金
額
の
確
定
お
よ
び
事
業
費
の

精
算
に
伴
う
補
正
。

　
保
険
給
付
費
の
算
定
が
多
す

ぎ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
は
。

　

検
証
が
必
要
だ
が
、
計
画
当

時
は
、
人
口
や
高
齢
者
の
増
加

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を
勘
案

し
て
計
画
を
立
て
て
い
る
の
で

適
正
で
あ
る
。
介
護
認
定
者
を

増
加
さ
せ
な
い
た
め
の
予
防
活

動
・
事
業
の
成
果
な
ど
に
よ
り
、

保
険
給
付
費
が
伸
び
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
償
還
金
の
１
７
０
０
万
円
に

つ
い
て
、
金
額
的
に
ど
の
よ
う

に
判
断
し
て
い
る
の
か
。

　

多
い
か
少
な
い
か
は
分
か
ら

な
い
。
国
か
ら
の
補
助
金
は
、

変
更
申
請
の
機
会
が
な
い
た
め
、

返
還
金
も
大
き
な
金
額
に
な
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

特
別
会
計

質  

疑

問答問答

歳入
・繰越金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 499万3千円増額
・衛生費雑入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 986万円増額
歳出
・一般保健事務事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 39万6千円増額
・予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,445万7千円増額

歳入
・障害者総合支援事業費補助金・・・・・・・・・・・ 61万円増額
・子ども・子育て支援事業費補助金・・・・ 69万円増額
・繰越金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 841万9千円増額
歳出
・障害福祉一般事務事業・・・・・・・・・・・・・・ 122万1千円増額
・子ども・子育て支援給付事業・・・・ 408万5千円増額
・ふれあいの郷再編事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 210万円増額

９月定例会　補正予算一覧�
会　計　名 今回の補正額 補正後の額

一般会計（第４号） 1,485万3千円 61億9,898万2千円

一般会計（第５号） 994万6千円 62億892万8千円

特別会計
介護保険
（第１号）

【保険事業勘定】 1,785万3千円 5億6,923万3千円

【サービス事業勘定】 22万7千円 97万7千円

補
正
予
算

一般会計（第４号）の内容 一般会計（第５号）の主な内容
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https://www.vill.tobishima.aichi.jp

　議会閉会後約２週間後から、一般質問の録画映像をご覧いただけます。
　また、議会の詳しい内容は、村公式ホームページ、図書館に備えてある会議
録をご覧ください。

一般質問の録画映像を配信しています

意
見
書
提
出

◎
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

�

提
出
者　
伊
藤　
豊

�

（
賛
成
多
数
で
採
択
）

提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、
総
務
大
臣

◎
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て

�

提
出
者　
上
田
光
彦

�

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

提
出
先

　

愛
知
県
知
事

◎
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

�

提
出
者　
鈴
木
康
祐

�

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、
文
部
科
学
大
臣
、
財
務
大

臣
、
総
務
大
臣

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
委
員
と
し
て

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
９
月
30
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員

　

こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
委
員
と
し
て

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
10
年
９
月
30
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

　

令
和
７
年
３
月
31
日
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
、

議
会
に
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

適
任
と
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
間
で
す
。

中村佳織さん
（上用水）

佐野裕香子さん
（重宝）

服部保男さん
（大宝西）

多田裕美さん
（重宝）

人
事
案
件


